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「伝統話芸を聞く会を見て」      大須小 ６年 水谷 遥

 私が「プッ！！」とふきだしてしまったのは、「漫才」と「紙切り」で

した。 漫才は、歌の時のコーラス「燃えろッ 燃えろッ」とか、「よき

すがたなあ❤」と、言葉を逆にした物語もとってもおもしろかったで

す！！ 「ゲロゲーロ」っていっていた漫才もテレビで見つけたら

みてみたいです。 紙切りは、桃太郎や、ひなまつりがとてもきれ

いですばらしい！！☆と思いました。ほしかった！！ それと、紙を

切っている間の、ドラえもんの頭、アンパンマンカーが無表情。よく考

えてみると、とてもおかしいなぁて、と笑えました。“とうふ”の注文

も、なんでそんなこと言うのかな？！と、おもしろかったです。 今

回は招待してくださってありがとうございました。とってもおもしろ

い漫才や落語、紙切りをみせてもらって楽しかったです。また寄席を

見てみたいと思いました。 

「大須演芸場へ行って」   栄小 ５年 牧内 優和

 ぼくは、大須演芸場へ行って、いろんなことを思い、学

びました。まず、三笑亭夢太朗さんの寄席とは何かの説

明があり、その中の一つの「天国の話」では、三文字の

「あのよ」だけで終わりというなんともびみょうな話が

あったり、とにかく寄席の例を見せてもらい、なんとなく

寄席のことが分かったような気がしました。 それから、

三笑亭可女次さんの「じゅげむ」のお話がありました。と

ても面白かったんだけど、その次の林家二楽さんの「紙

切り」がもっと面白く、すごかったです。 

 最初に、はさみを巧みに使い、桃太郎を作ると、その

後、いろんなリクエストを、すべてとても上手に仕上げて

いました。さらに、その切っている間にも、いろんなとて

も面白い、「アンパンマン」や「ドラえもん」などの話をし

ていました。ぼくは、話しながら、正確に切れるなんてす

ごいなあと思いました。 大須ロータリークラブの

方々、ほんとうに面白いものを見せていただいて、あり

がとうございました。もし機会があれば、今度は、家族と

いっしょに見に行きたいです。 

「笑いが止まらなかった日」    大須小 ６年  須浦 聖之

 最初は面白そうなんておもわなかつたが、この日行ってみたら、

予想と全くちがって、とても面白く、笑いがとまりませんでした。

最初はカメちゃん。あの「じゅげむ」を少しアレンジしてとてもおもし

ろい話でした。 次に、ニラ様でこれはすごいワザ！紙をはさみで

自由自在に使いこなし、ギャグを連発しながら観客のオーダーを受

け付け次々と作品を作っていきました。 

 今度は青空球児・好児の出演でこれが最高だった。しかもこんな

小学生だらけの前で出演するのは初めてだそうで、とにかく二人は

がんばっていました。 最後はユメ太朗で、少し面白い歴史に関わっ

ている話で勉強になりました。 

 一通り見てとても楽しかったと思いました。ニラ様の紙切りの技を

教えてもらいたくてもたぶん秘密なんだろうと少し悲しかったで

す。また行ってみたいです。 

 

 

大須小学校、栄小学校より 

感想文を頂きました。 

２００５年２月１８日（金） 

中日新聞 朝刊 掲載 
「初めて紙切りを見て」  栄小 ５年  水野 有美 

 私は、２月１７日に大須演芸場に寄席を見に行きました。４

年生の時に落語を少し勉強して、落語などに興味があっ

たので、初めて生の人の話を聞けてうれしかったです。

私が一番心に残ったのは、林家二楽さんの『紙切り』でし

た。なぜかというと、私たちに楽しくておもしろい話をし

ながら桃太郎やおひなさま、ドラえもんまで作ってしまっ

てすごいと思ったからです。それに、何も見ずに想像だ

けでどうやってつくっているのかなと思いました。私は、

落語や漫才を見るのは初めてだったし、大須に演芸場が

あることも知らなかったけど、とても楽しかったです。

大須ロータリークラブのみなさん、私たちを寄席に呼ん

でくださって、ありがとうございました。 
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